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今回は酋九州の西彼杵は地質部服部仁技官･中九州の火山

地帯は地質部小野晃司技官･東南九州は応用地質部木野義

人技官にそれぞれ興味深い文章をいただきました.さらに

九州大学生産科学研究所村正雄先生には九重地域の地熱地帯

について紹介していただくことに柱りました.なお九州には

じめて建設中の原子力発電所の紹介も載せました.

今回の特集号を通じて文字通り太陽と緑の国｢九州｣の

地質と人間との触れ合いや自然と文明との調和を行間に読

み取っていただけれぱ望外のしあわせです.放おこれまで

に紹介された九州に関するおもな地質ニュｰスの記事は次の

通りです.
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島原半島周辺海陸総合調査

長崎県北松浦玄武岩

黒い砂

大分県大岳における地熱発電
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〔参考資料〕
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九州西方甑島周辺海域の海洋地質調査

九州路をゆく〔そのI〕薩摩路

一高井保明一

(筆者らは九州出張所)

玄海発電所計画:九州電力㈱昭和47年6月

原子力発電について:九州電力㈱昭和47年5月

玄海発電所計画概要:九州電力㈱昭和47年3月

原子力発電一その必要性と安全性一:通商産業省公益事

業局昭和47年2月

原子力白書昭和些6年版:原子力委員会昭和46年8月

5万分の1地質図幅同説明書｢呼子｣:小林勇･今井功･

松井和典地質調査所昭和30年12月
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日本化学会4.

昭和47年10月11目5.

(水)～14目(土)

第27秋季年会(令達

合討論会)

化学関係学協会連合

研究発表会合同大会

3.中京大学(名古屋市

昭和区八事本町
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4.日本化学会ほか

5.東京千代同ヨ区神田駿河台1-5

日本化学会留(03)292-616!

･日本分光学会

1.昭和47年11月25目(土)～26目(目)

2.昭和47年度秋季講演会･発光部会シンポジウム

3.京都大学楽友会館(京都市左京区東山通近衛通東入ル)

4.日本分光学会

5.東京都新宿区百人町3-22-17

東京教育大学光学研究所内

杜団法人目本分光学会留(03)362-788!

･地すべり学会

!.昭和47年10月!9目(木)～20目(金)

2.地すべりと対策に関する研究討論会(国際シンポジウム)

3.国立京都国際会館大会議場

京都市左京区宝ケ池留(075)791-3111

4.地すべり学会全国地すべり対策協議会

5.長野市大宇南長野字幅下629-2

長野県土木部砂防課内

地すべりと対策に関する研究討論会

留(0262)32-0111内線672

･日本火山学会

1.昭和47年10月3!目(火)～11月2目(木)

2.日本火山学会1972年度秋季大会

3.東京大学総合図書館集会室(東京都文京区本郷7-3-1)

日本火山学会

東京都文京区弥生!-1-1

東京大学地震研究所内目本火山学会

留(03)813-7421

･日本地下水学会

1.昭和47年11月1目(水)

2.日本地下水学会昭和47年度秋季講演会

3.名古屋商工会議所

4.日本地下水学会･中部襲非業協会

5.川崎市高津区久本135地質調査所水資源課内

目本地下水学会留(044)86-3171

･日本花粉学会

1.昭和47年10月14目(土)

2.第13回総会及講演会

3.名古屋大学

4.日本花粉学会

5.静岡市大谷836静岡大学理学部生物学教室内

目本花粉学会留(0542)85-1179

･燃料協会50周年記念大会

1.昭和47年10月31目(火)～11月2目(木)

2.50周年記念講演会及式典

3.全共連ビル

4.燃料協会

5.中央区銀座4-3-13燃料協会

留(03)561-3760･1532

･石炭科学会議

1.昭和47年11月3目(金)～4目(土)

1.第9回石炭科学会議

3.社会文化会館

4.燃料鶴金石炭科学会議

5.中央区銀座4丁目3番13号燃料協会内

石炭科学会議運営委員会

留(03)561-3760･1532

〔注〕1.開催年月2.会合名3.会場4.主催者

5.連絡先(掲載順位は原稿到着11買)�


